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輪物語』(1978 年)や、ノルウェーのバンド a-ha のミュージックビデオ『Take On Me』(1985 年)などをピック
アップすることができるだろう。また、2000 年代に入るとボブ・サビストンによってロトスコープのデジ
タル版ソフトウェアであるロトショップが開発され、リチャード・リンクレイター監督のアニメーション作
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 先に挙げた a-ha のミュージックビデオのアニメーションを担当したマイケル・パターソンはこうしたロ
トスコープを補助的なツールとしてではなく、表現方法として使用した先駆者の一人であったといえるだ
ろう。マイケル・パターソンの代表作は、a-ha の『Take On Me』(1985 年) (Fig.3)のミュージックビデオだが、
ロトスコープを使用したデヴュー作は学生アカデミー賞を受賞した短編アニメーション作品『Commuter』




                                                                    
11 デジタル化した現代におけるロトスコープの制作行程を以下に記す。まず素材となる動画を撮影し、次にパソコンへ取り込んで動画








Fig. 3. a-ha『Take On Me』MV (1985 年) 
 





































彰と倒錯 —エティエンヌ＝ジュール・マレー』、筑摩書房、2001 年、P.172 
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世紀におけるコラージュの美学と歴史』株式会社ブリュッケ、2007 年 







































































指すが、19 本論でいうファウンド・フッテージは、ブルース・コナーの『A Movie』(1958 年)や、ペーター・




と。「KOMMERZ UND PRIVATBANK(商業・個人銀行)」から一部を切り離して「MERZ (メルツ)」と名付けられた。 
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Fig. 7. クルト・シュヴィッタース『メルツ絵画 9b』(1919 年) 
 12 



































 ハワード・パイル(1853 年~1911 年)は、著述家であり、かつ児童書のイラストレーターとしても高く評価
された人物である。後進の育成にも励んだことで有名で、生徒にはディズニーに影響を与えた N.C.ワイエ
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Fig. 8. ハワード・パイル『Howard Pyle’s 













































ュルレアリスムの写真的条件」『オリジナリティと反復』(小西信之 訳)、株式会社リブロポート、1994 年 
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1-3 ロトスコープの分類 





得。1919 年にはロトスコープを用いた最初の作品『インク壺の外へ』が公開され注目を集めた。  
 








































































ここで私が提起したいのは、リズム、ビート、パルス(オン／オフ  オン／オフ  オン／オフ  という一種
の律動)の問題である。それらは視覚的空間の安定性を破壊し、その特権を奪うことを本性としている。な
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を当てる。タニングは、『Beautiful Girl』(1945 年)、『On Time Off Time』(1948 年) (Fig.15)、『L'Auberge』(1949
年) (Fig.16)などにおいて、マンガのコマ割りのようなフレームを持つ構造物のモチーフをくりかえし用い

































の『理性への回帰』(1923 年) (Fig.18)のラストシーンに端的に見てとることができる。アリス・プラン51 の
裸の上半身に模様が重なるこのシーンは、観者に裸体と模様が一体となったイリュージョンを経験させる
と同時に、同じ画角に光が差し込む窓とカーテンが入っていることから、イリュージョンを作り上げている
                                                                    
50 Interview with Cate McQuaid, “Dorothea Tanning Paints Again, and Speaks for Herself,” The Boston Sunday Globe, April 4, 1999, p.N6. 
51 「モンパルナスのキキ」として伝説的となったフランンス人女性。ナイトクラブの歌手、女優であり、なにより多くの著名な画家の
モデルを務めたことでも有名。マン・レイの写真のモデルや映画にも出演している。 
Fig.17. ドロテア・タニング『Palaestra』(1947 年) 
 
Fig.15. ドロテア・タニング『On Time Off Time』(1948 年) 
 





















 最後に、筆者自身の作品による実践例を挙げる。『Mutoscope 2011』(2011 年) (Fig.19) と『Mutoscope 2015』
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Fig.19.『Mutoscope 2011』(2011 年) 
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Fig.22. 『人魚のおどり』(1938 年) 
 
 



















は、1980 年代から始める新たな流れを待たなければならなかったのである。  
 









                                                                    
61 この実写で現れる作者や人間の手に関しては以下の論文に詳しい。今井隆介「描く身体から描かれる身体へ  初期アニメーション
映画研究」加藤幹郎 編『映画学的想像力』人文書院、2006 年 












































                                                                    

















































                                                                    
























       
 
 
                                                                    
66 アンドレ・ブルトン『シュルレアリスム宣言・溶ける魚』(巖谷國士 訳)、岩波文庫、1992 年、P.26 
Fig.27. ジョルジオ・デ・キリコ『ある街路の憂鬱と神秘』(1914 年) 
 
 
Fig.26. ジョアン・ミロ『耕された土地』(1923-24 年) 
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られる」101 と述べている。そして、それが端的に表れているのが第 2 章でも取りあげたマン・レイの『理













                                                                    
99 ルイ・アラゴン「侮蔑された絵画」『絵画の彼岸』(巖谷國士 訳)、河出書房新社、1975 年、P.145 
100 石井裕子『コラージュの彼岸』株式会社ブリュッケ、2014 年、P.73 


















































































                                                                    
103 石井裕子『コラージュの彼岸』株式会社ブリュッケ、2014 年、P.30 
104 マックス・エルンスト『絵画の彼岸』(巖谷國士 訳)、河出書房新社、1975 年、P.28-29 





























えば、デヴュー作の『La Coda』(1989 年) (Fig.44,45)では、チャールズ・チャップリン、ハロルド・ロイド
と並ぶ世界三大喜劇王と呼ばれたバスター・キートンの映画『One Week』 (1920)と『Cops』(1922 年)のふ
                                                                    
106 同前	









たつが用いられているし、『La Pista』(1991 年) (Fig.46,47)では、1930 年代～50 年代のハリウッドのミュー




























                                                                    
107 １秒 24 枚(コマ)としたのは、あくまでも例えである。作家によっては１秒 12 枚とするなど決まりは特にないが、やはり枚数が少な
くなればなるほど動きの滑らかさは減っていく。 
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られ、動揺させられています」120 と結んでいる。  
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 ここで改めてロトスコープをシミュレーショニズム的視点から見直してみると、第 1 章で指摘した通り
マイケル・パターソンらを先駆者とするロトスコープの新たな流れとシミュレーショニズムの動向の時期
が奇妙なシンクロをみせていることは、やはり注目に値するのではないだろうか。例えば、パターソンによ







                                                                    
127 椹木野衣『増補 シミュレーショニズム』ちくま学芸文庫、2001 年、P.118-P.123 
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129 前掲書、P.409 




























































また、第 1 章で指摘したように、運動の流用性は現代の AI 技術にまで拡張して考えることが可能であるよ
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4-2 「NEO 100 TÊTES」について 
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ージは、「Her phantom will come track us down (彼女の幽霊は私たちと再会するだろう)」(Fig.66)というキャ
プションで始まり、このヘップバーンの顔をした(もしくはその断片が結合された)再増殖の幽霊たちは、ゲ
ームの続きを始め、再増殖を繰り返し、最後に「End and Continyuation (終わり、そして、続き)」(Fig.67)と
いうキャプションと共に永劫回帰する。  
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